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　秋も一段と深まり、陽だまりが愛しい季
節となりました。会員の皆様、いかがお過
ごしでしょうか。今年は昨年以上の猛暑に
加えて、自然災害の多い年だったように思
います。地震や台風、河川の氾濫などによ
り数多くの被災者が増えることに胸が痛み
ました。私は災害支援ナースの登録をして
いますが、勤務の調整がつかず、被災地に

赴くことはできませんでしたが、同じ職場のスタッフは数日間の
ボランティアスタッフとして災害支援に行っていました。少しず
つ復旧はされているものの、まだまだ厳しい環境だったと話して
いました。またテレビでも放映されていましたが、人のつながり
を感じたと話していました。私は病院で勤務していますが、普段
は施設や物資や環境が整っているなかで看護することができます
が、災害時には限られた物資や環境の中で被災者を支援しなけれ
ばなりません。そうすると、大学で学んだ災害看護の授業が懐か
しく思い出され、今ある状況のなかでいかに応用するかという視
点で関わるかと考えさせられました。日常ではあまり意識してい
ませんでしたが、災害のように環境ががらりと変わった時に大学
で学んだことが活かされてくるように感じました。以前の生活に
戻るまでには長い月日がかかるかと思いますが、少しでも早く復
旧できますようにと願うばかりです。

　さて、この会報が届いている頃、2018年11月17日には、「CNAS
開学25周年記念行事」を開催する予定です。このイベントでは
看護学部明石キャンパスでの南先生の記念講演をはじめ、舞子ビ
ラでの同窓会も企画しています。私は看護大学時代の11期の卒
業生ですが、卒業後、同級生や先輩後輩と出会う機会は減り、仕
事と私生活の毎日になっています。自分が大学生だった頃はス
マートフォンがまだ普及しておらず、パカパカとした一般的な携
帯電話で連絡をとったりメールをしたりしていました。しかし今
は、スマートフォンが普及し、いつでもどこでも誰とでも話した
り、SNSを通じてつながりを感じることができます。便利になっ
たなと思う反面、話す機会も減ったように感じます。この前、買
い物をしていた時に久しぶりに同級生と出会い、元気そうな顔を
していたので元気がでました。話をしていると、友人は専門看護
師や認定看護師の資格をとっていたり、大学院へ進学していたり
とそれぞれの人生を歩んでおり、卒業してからの時の流れを感じ
ました。それも、兵庫県立看護大学、兵庫県立大学の看護学部を
卒業できたからだと思います。ふだんは忙しくあまり考えること
はありませんが、また、何かの機会にみんなで集まることができ
たらよいなと思います。その機会が、同窓会であり、会報を手に
したときではないでしょうか。そのつながりを大切にできるよう
に、また少しでも兵庫県立大学看護学部とのつながりがもてるよ
うに、けやき会も活動していきますのでよろしくお願いします。

内容の充実、管理情報の一元化とセキュリティの強化、電子媒体の
利用によるコスト削減などを目的に、名簿管理や会報発行でお世話に
なっている株式会社サラトにHP開設を委託しました。コンテンツも
充実しておりますので、ぜひご覧下さい。

けやき会HPをリニューアルオープンしています。
	 U R L：http://www.keyaki-kai.com/
	 E-mail：info2@keyaki-kai.com

けやき会とは：兵庫県立看護大学卒業生･兵庫県立看護大学
大学院修了生、兵庫県立大学看護学部卒業生･兵庫県立大学
大学院看護学研究科修了生、在学生、名誉会員、特別会員（旧
現教員）を会員とし構成されている同窓会です。

平成 30 年 11 月１日　発行

デザイン・印刷 株式会社　サラト
 〒 670 ー 0948　兵庫県姫路市北条宮の町 172
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　私が欅まつり実行委員長になった時、このような大きな行
事の委員長も体験したことがなく、性格的にもみんなを引っ
張っていくタイプではなかったため、私に欅まつりの実行委
員長が務まるのか不安でした。
　しかし、学生会のメンバー全員が欅まつりの成功に向けて
積極的に協力し合い、意見が分かれぶつかることもありまし
たが、より良くなるように意見を出し合うメンバーであった
ため、欅まつりが無事成功することができたと思っています。
　今回の欅まつりは初めての雨の開催で、どうして良いか分
からず戸惑うことも多くありました。困った時に相談する
と、沢山のアイデアが返ってきたり、どうしたらスムーズに
できるのか一緒に考えてくれるメンバーや先生方がいたこ
とは、私にとって本当に心強かったです。
　このような大きな行事を成功させるためには、一人の力だ
けでなく、みんなが同じ目標をもって協力し合うことが大切
だと感じました。また、みんなと協力し成功をしたときは、大
変さよりも達成感の方が大きく感じ、実行委員長をやって良

かったと思うことができました。
　また私たちの代のことだけを考えて行動するのではな
く、次回の開催のことについても頭におきながら、困ったこ
とはそのままにするのではなく、どうすれば良かったのかを
考え、資料として残しておくことが大切だと感じました。
　欅まつり実行委員長を経験し、それぞれの役割を調整する
力や、出店者との連絡・調整をする力、先を見通す力、困難な
ことを仲間と乗り越える力など沢山の力を伸ばすことがで
き、私自身成長できたと感じています。

　今年、兵庫県立大学看護学部の前身である兵庫県立看護大学が開学し、四半世紀を迎えました。会員の皆様
におかれましては、各分野でご活躍の事と存じます。５月に、CNAS開学25周年記念式典・記念同窓会のご案内
を郵送させて頂きました。第一部の式典は、当日参加も可能でございます。ぜひ、同窓生お誘いあわせの上、
母校に顔を出して頂けると幸いです。皆様にお会いできることを楽しみにしております。

日　時：平成30年11月17日（土曜日）

第一部	 式　典　13時～16 時（受付12時半より）
 兵庫県立大学明石看護キャンパス　講堂
 ・記念講演　 南　裕子 先生
 ・卒業生によるシンポジウム

第二部	 同窓会　17時半～19時半（受付17時より）
 シーサイドホテル舞子ビラ神戸　本館３階大宴会場　舞子
 ※第二部の同窓会の申し込みは、終了しております。

「CNAS開学25周年

記念式典・記念同窓会」 のご案内

３回生　沖野　香穂欅まつり 体験記
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　兵庫県立大学看護学部では、卒業生／修了生の皆様とのつなが
りを深めていける会を、年２回県立尼崎総合医療センター内で開
催することを計画し、この度、集まった同窓生や教員たちで、仕
事のこと、将来のことなど、“よもやま話”で盛り上がるCNAS集い
会的「尼カフェ」をオープンしました。仕事帰りに、お買い物の
流れで、ちょっとお茶でも飲んでいこうか・・・ふらりと立ち寄
れる場が「尼カフェ」です。
　記念すべき第１回の「尼カフェ」は、平成30年７月19日（木）
18時～ 19時30分に、県立尼崎総合医療センター３階  メディカ
ルバースセンター実習室で開催しました。「“尼カフェ ” って何？」、

「何の集まりですか？」という声も上がる中、心強いLINE網の助
けも得て、卒業生13人（看護大１期生から平成23年卒業生まで）
と生後５か月（？）のBabyちゃん１人と教員・元教員４人が参加

し、顔を合わせば、「どうしてるの？」「何してるの？」から始ま
り、一気にあの頃にタイムスリップ！久しぶりに会えた人たちで
ひとしきり話が盛り上がりました。
　ちょっとした、飲み物とミニスイーツを用意し、お持ち寄りく
ださったお菓子も加わり、飲んで食べて話してと楽しいひととき
を過ごすことができました。教員有志は、すっかり味を占め、次
は２月に県立尼崎総合医療センター３階  メディカルバースセン
ター実習室でのオープンを予定しています。日時が決まりました
ら、看護学部のホームページの新着情報に掲載致します。また、
CNAS応援隊メーリングリスト、けやき会を通じて情報を流しま
す。この機会に、CNAS応援隊への加入もお願いします。
　“ゆるりと立ち寄るCNAS集いスタイル”ですので、お気軽にご参
加下さい！！ 教員有志より

　こんにちは。兵庫県立看護大学２期生の竹原歩です。皆
さま、お元気でお過ごしでしょうか。本稿では兵庫県立大
学臨床看護研究支援センターの取り組みの一つ「看護×？」
を紹介したいと思います。
　「看護×？」は臨床看護研究支援センターの連携研究員
が中心となって企画する、参加者主体型勉強会です。私た
ちは“カンカケ”と呼んでいます。さまざまな立場や役割を
越えて、フラットな関係性のなかで、看護について対話し、
まなびを楽しむ、そんな場づくりを目指しています。
　その記念すべき第１回が９月１日に開催されました。

第１回のテーマは「看護×まなび」でした。話題提供は虎
の門病院で勤務されている三谷千代子さんにお願いし、看
護師として働いていくなかで経験した“まなび”のエピソー
ドを紹介してもらいました。その後“まなび”をテーマにグ

ループワークを行い、参加者同士
で感想や意見をシェアしていきま
した。
　「看護×？」では、フラットな
関係性のなかで対話をうながす、
いくつかのしかけを用意していま
す。企画者のお一人、山本大祐さ

んのアイデア満載です。一
つは「カンカケのお約束」
です。立場や役割によらな
い呼び名は大切な要素です。
参加者全員がさん付けで呼
びあいます。
　もう一つはグラフィックレコーディングです。看護の経
験について話しをするとき、言葉や文字で表現することの
限界を感じたことはありませんか。誰かに何かを伝えよう
とするとき、もちろん言葉や文字が必要になるのだけれど、
それでは伝えきれない何かを感じたとき、グラフィックレ
コーディングが役に立つかもしれません。「看護×？」で
は関西ふくしグラレコグループ むす部の皆さんの全面協
力のもと、話題提供のプレゼンテーションやグループワー
クの発表をグラフィックで記録してもらいます。

　第２回「看護×？」はただいま企画検討中です。この原
稿を読んでいただき、ご興味・ご関心をもたれた方は、下
記のページにアクセスしていただくと幸いです。

「看護×？」Facebookページ：
https://www.facebook.com/kankake.cnas/

「
看
護
×
？
」始
動
！

CNASの集い的「尼カフェ」オープン
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　卒業生諸君、元気かな？山下先生は、引き続きとても元気
だよ。何かメッセージとの依頼。字数がないので、経験則準
拠で思いつくままブツ切りで。①今、苦しい立場の人やツキ
のない人も一生分の－量は限定ゆえ、これからの＋ドカーン
爆裂期待、②入学・卒業・就職等は、本人のちょっとの努力
と殆どラッキーな生育環境、感謝の気持ちを（出だしいい感
じやなぁ）、③職場等での人間関係、皆忙しいので、自分が思
うほど見られていない、残念！④皆に良く思われようとする
と疲れるので、自分らしさを出して相手に選んでもらう方が
楽、⑤仕事は最初が肝心、出来る人とのイメージ・幻想を与
えれば、後の仕事がやり易いかも、⑥今は周囲の評価が低く
ても、きちんと仕事をしていれば、みている人は必ず居るの
で大丈夫、⑦耳が痛いことも、この人という人の意見には素
直に耳を傾ける、またそのような人は近くに居るもの（兎の
逆立ち？）、⑧仕事以外の幾つかの世界を持てば、仕事にも好
影響、⑨転職等、石の上にも・・は膝が痛い！働きながら余
裕を持って次の一手もまた楽し、⑩結婚・子育ては、一生楽
しめる趣味になり得るので何時でも適齢期、⑪遠い将来のでっ
かい楽しみより、手帳には毎週の手の届く楽しみ、その連続
が将来に（この辺は実践？）、⑫Ａ・Ｂ２択で誤った選択と思っ
ても、別の選択ならより悲惨なことも？⑬人生の大事なこと
は、考えて正解が出るものではないので、決まった道がその
時の、将来の最良の選択かも？⑭メルアドに載せるような人
との出合いは、天文学的な確率であり、縁を大切に、⑮何か

が出来る自分ではなく何も出来ない自分を含めて、今日から
自分大好き人間になれば鬼に金棒、楽な人生、⑯人生はいつ
終わりが来るかも知れないので、現時点で良（60点）程度の
満足度はクリアしたいもの（あなた何様？コールが・・そろ
そろ・・）。
　最後に退職後の生活は、想像以上に快適なので、まぁその
日を目指し、仕事とプライベートの生活・遊びをバランスよ
く織り交ぜ、それなりに頑張って下さい。わが家では、引き
続き現役・卒業生・見知らぬ人等入り乱れ、春先の綾部山梅
ツアー、揖保川土手の土筆採り、桜スポットから、夏の蛍、
渓流あそび、ウナギ釣り、その他大素麺祭り・バーベキュー
等々開催しており、気が向いたらどうぞネタ持参で。もうひ
とつ最後に、学生時代は、余り好きでなかった大学も、20代
30代40代、久しぶりに子午線上の原点に降り立つと、何かが
変わるかも？是非お越しあれ。私？偶然、居合わせば、勿論、
相手（ランチ）しますよ？

　1994年10月から兵庫県立看護大学看護学部に就任し、23年
半お世話になりました。2018年３月の私の定年退職にあたり、
在校生、卒業生、修了生、旧・現教職員の皆様等、多くの方々
に心を寄せて頂きありがとうございました。振り返れば楽しい
日々であり、言い古された言葉ですが、あっという間の月日で
した。
　私の人生は、①高校卒業までの長野県時代、②看護を学び、
働いた聖路加時代、③日本国際協力事業団（JICA）の専門家とし
て、また博士の学生として学んだ海外時代、④兵庫県立看護大学
／兵庫県立大学看護学部時代、⑤兵庫県立大学地域ケア開発研
究所時代の５期に分けることができます。①から③の３期にお
いて、母からは額に汗して働くこと、人は話せば理解し合えるこ
と、そして前向きに生きることを学びました。母校の聖路加看護
大学からは、凛として上品に、プライドを持って働くことを学
び、今、その大切さを痛感しています。JICA看護専門家として
パキスタン看護プロジェクトに参加した経験からは、多様な価
値観の存在と、変化を起すには焦らず気長にことにあたり、相手
を変えるには、まず自分が変わることの重要性を教えられまし
た。博士論文指導教官のDr. Walkerからは、学生の準備性が整う
ことを待ち、その時を見極めて、学生と共にゴール（博士論文作
成）に向かい突っ走ることを、行動で教えて頂きました。
　第４期の兵庫県立看護大学、兵庫県立大学看護学部と地域ケ
ア開発研究所の最初の13年半は母性看護を主専門領域としつ
つ、うち６年程は災害看護を副専門領域とし、さらに残りの10

年間は、母性看護学から災害看護学へと
専門領域を変更しての日々でした。この
間、母性と災害看護学で、主査として卒業
論文40名、修士論文36名、博士論文11名
に関わられたことは幸せなことでした。
その他、日本災害看護学会と世界災害看
護学会の２学会組織の設立、韓国・中国・
イラン等の災害看護関連の学会設立支
援、またWHO西太平洋地域のもとにアジ
ア太平洋救急と災害看護ネットワークの組織化、さらには世界
看護科学学会設立も牽引しました。学会長として３つの学会も
開催させて頂きました。地域ケア開発研究所では、WHO災害看
護協力センターならびに周産期ケア研究センターの活動と創造
は大変な部分もありましたが、新たな活動からエネルギーも得
られました。また日本学術会議防災学術連携体のネットワーク
の中で、看護と他学問分野との災害時連携や研究等の模索も始
めています（23年間を1,000字でまとめるのは難しい！）。
　これらの活動を通して学んだことは、「意識的・無意識的に人
は様々な活動を行っていること、学生はそれぞれ強みがあり成
長すること、各土地特有の美味しい物があること（ないものねだ
りはしない）、何事にも時期があり、その時が来たら事は動く」、
です。そして、「リスクを恐れず（初めは恐れるが）、新しいことに
取り組み、その土台を創り、次世代に引き渡す。一つ一つにけじ
めをつけ、覚悟して生きていく。」　これが私の人生！

これが私の人生	 四天王寺大学看護学部設置準備室　教授　山本あい子　

乱文レター	from	山下せんせー	 山下　眞宏　
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学術情報館からのお知らせ

成人看護事例検討会

　成人看護学では、病いをもった患者様やご家族への看護
支援について、事例を通して考えるための事例検討会を、
年間４回開催しております。 
　日々の実践の中で経験を通して感じたこと、学んだこと
など、事例検討を通して事例を振り返るだけではなく、そ
こにはどのような看護があったのか、どのような看護がで
きたらよかったのかを一緒に考える機会となればと考えて
おります。 
　看護の場で頑張っておられるけやき会の皆様のご参加を
お待ちしています。

　今年度の残りの開催予定は下記です。
日　　程：第３回　平成30年12月８日（土）
　　　　　第４回　平成31年３月９日（土）
時　　間：13：00 ～ 15：00
場　　所：兵庫県立大学 明石看護キャンパス
参 加 費：100円
申込み方法： 成人看護学のホームページ（QRコード）よりお申し

込みになれます。
ホームページ：http://www.dosokai.ne.jp/u-hyogo.seijin/
連絡担当：成人看護学　木村ちぐさ
　　　　　Eメール：chigusa_kimura@cnas.u-hyogo.ac.jp
　　　　　TEL：078-925-9444

　学術情報館では、今年度から医学文献データベースとし
て、メディカルオンラインを契約しました（メディカルオ
ンラインは、約1,400の和雑誌が閲覧できるサービスです）。
メディカルオンラインの文献検索には、通常、アブストラ
クトの閲覧に１件あたり108円ずつかかりますが、無料で
閲覧できるように、卒業生・修了生用のID、パスワードを
ご用意いたしました（これは年度ごとに更新されます）。卒
業生・修了生限定サービスですので、関係のない方に漏ら
さない様、くれぐれもご注意ください。
　メディカルオンラインのアブストラクト閲覧用のID、パ

スワードは、keyakikai.cnas@gmail.comまでご連絡いただ
ければ、お知らせいたしますので、どうぞ積極的にご利用
ください。

メディカルオンラインのURL
 http://www.medicalonline.jp/
配信ジャーナルの一覧など
 http://www.medicalonline.jp/img/molgb_revision.pdf

明石看護学術情報館長　片山貴文

お知らせ

兵庫県立大学　臨床看護研究支援センターからのお知らせ

　臨床看護研究支援センターでは、臨床現場（医療・福祉施
設、地域を含む）と大学が連携し、看護ケアの質的向上を図
ることを目的として、兵庫県立大学看護学部の教員が、看護
研究、看護教育、コンサルテーション、教員の専門知識を活
用したセミナーなど多彩な支援を行っています。
　皆さんの臨床実践能力向上の機会や、問題解決の相談相手
として、臨床看護研究支援センターを積極的にご活用くださ
い。セミナーの詳細な内容や申し込み手続き、相談（「お問
い合わせ」フォームをご利用ください）は、臨床看護研究支
援センターのホームページからアクセスすることが可能です。
　また、臨床看護研究支援センターでは機関誌「Phenomena 
in nursing」を発刊し、臨床看護の質の改善につながるよ
うな研究を積極的に掲載していきます。「Phenomena in 
nursing」はJ-Stageからも閲覧が可能です。皆さまの素晴ら
しい研究成果の投稿をお待ちしております。

今後のセミナー開催予定
・あなたの修士論文、眠らせないで論文投稿へ
　　日時：平成30年12月１日（土）
　　場所：兵庫県立大学明石看護キャンパス
　　講師：工藤美子（兵庫県立大学看護学部 教授）
　　　　　高見美保（兵庫県立大学看護学部 教授）

・臨床実践に活かせるせん妄のとらえかた
　　日時：平成31年１月26日（土）
　　場所：兵庫県立大学明石看護キャンパス
　　講師：中筋美子（兵庫県立大学看護学部 講師）
　　　　　小野博史（兵庫県立大学看護学部 助教）
　　　　　竹原　歩（兵庫県立大学看護学部 助教）

臨床看護研究支援センター	 HP：http://kango-kenkyu.org/
 Mail：kango-kenkyu@cnas.u-hyogo.ac.jp
 Facebookページ：https://www.facebook.com/kango.kenkyu/
 機関誌「Phenomena in nursing」：http://phenomena-in-nursing.com/
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ひょうご保健師研究会
　ひょうご保健師研究会は、兵庫にゆかりのある保健師を対
象に、参加者相互の権産を図ることを目的に平成20年度に設
立された会です。
　定例研究会を年３～４回行っています。
　保健師の世代交代が進む今、「こんな保健師になりたい！」
と保健師になったのに、現実の壁に阻まれ道に迷い始めた方、

「今、頑張っていること」をみんなと共有したい方、とにか
く悩みや希望も含めて、保健師の原点に戻るヒントや明日か

らの活動の光を一緒に探しませんか？
＜H30年度研究会開催日程予定＞
　12月および２月（予定）のいずれかの土曜日の午後
　＊詳細が決まれば、下記HPにてお知らせいたします。

地域看護同窓会
　保健師はもちろん、地域看護に関心がある卒業生（ゼミ生
でなくても可）を対象に年１回（毎年９月ごろ）同窓会をし
ています。懐かしい学び舎や学友に会いに来ませんか？

地域看護領域ではHPを開設していますので、生涯・広域健康看護講座Ⅱ地域看護領域HP〈http://chiiki-cnas.jp/〉をご覧ください。

地域看護領域からのお知らせ

母性看護学領域同窓会
　毎年６月に母性看護学と助産師養成課程で実践研究をした
卒業生と母性看護学領域の大学院修了生が集まる同窓会を開
催しています。今年は、６月16日に同窓会を行い、教員を含
め23名の卒業生・修了生・在学生が参加し、お互いの親睦を
深めながら楽しいひと時を過ごしました。会では、大学や地
域ケア開発研究所の近況についての報告や、平成29年度に博
士前期課程を修了した川村助教による修士論文の成果の発表
がありました。来年も同窓会を開催する予定にしています。
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

母性看護事例検討会
　母性看護学領域では、母性看護の臨床で直面する事例に焦
点を当て、その事例に関する問題や課題に対する具体的な解

決を考えること、参加者自身の気づきや理解を深めることを
目的に事例検討会を行っています。
　卒業生・修了生の皆様はどなたでも参加可能です。事例を
提供したい方や、参加したい方は、ぜひ下記までご連絡下さい。

日　程：４月、８月、１月を除く、毎月第２木曜日
　　　　（今後の開催日程：
　　　　   11月８日、12月13日、２月14日、３月14日）
時　間：18：30 ～（18：00開場）
場　所：明石看護キャンパス　地下１階大会議室
会　費：200円（資料及び茶菓子代）
連絡先：母性看護事例検討会事務局（福本／岡邑）
　　　　【電　話】078-925-9441
　　　　【メール】tamaki_fukumoto@cnas.u-hyogo.ac.jp

精神看護勉強会
　精神看護勉強会は、精神看護の実践家の方々とともに、
実践の奥深さを学びあう事例検討会です。
　2018年度開催予定（第105回、第106回は終了しました）
　第107回勉強会　2019年２月16日（土）13：30～16：00
　対　象　看護師(精神医療、精神看護に携わる)
　　　　　　　　　他の医療従事者も含む
　会　場　兵庫県立大学明石キャンパス（看護学部）
　参加費　300円（お茶・資料コピー代）

精神看護CNSの集い
　精神看護CNSの集いは、精神看護専門看護師の事例検討
会です。グループ・スーパービジョンの有意義な機会となっ
ています。
　2018年度開催予定（第25回、第26回は終了しました）
　第27回勉強会　2019年２月16日（土）10：00～12：00
　対　象　精神看護専門看護師教育課程を修了された方
　会　場　兵庫県立大学明石キャンパス（看護学部）
　参加費　100円（お茶・資料コピー代）

申込方法
　メール、またはFAXにてお名前・ご所属・連絡先を明記
のうえ、お申し込みください。なお、勉強会中に知り得
た個人情報の守秘義務が生じますことを、ご承諾ください。

お申し込み・お問い合わせ先
　兵庫県立大学  看護学部　担当：武内、竹原
　〒673-8588　兵庫県明石市北王子町13番71号
　Web： http://www.pmhn-cnas.jp
　TEL / FAX：078-925-9431　Email： pmhn.cnas@gmail.com

精神看護領域からのお知らせ

１）兵庫・老人看護研究会（本学にて開催）
【平成30年度の開催予定】
　　　　　７月７日（土）14時～16時：終了 
　　　　　10月20日（土）14時～16時
　平成31年３月23日（土）14時～16時

＊ 原則、本学大学院の修了生を対象としています。希望が
あれば、高見（miho_takami@cnas.u-hyogo.ac.jp）まで
問い合わせてください。

２）認知症看護事例検討会（本学にて開催）
【平成30年度の開催予定】
　　　　　７月28日（土）10時半～16時：終了
　　　　　12月８日（土）10時半～16時
　平成31年３月２日（土）10時半～16時

＊ 兵庫県看護協会の認知症看護認定看護師コース修了生が
主体となって運営しています。臨床の方々のご参加も
歓迎しています。希望があれば、高見（miho_takami@
cnas.u-hyogo.ac.jp）まで問い合わせてください。

老人看護領域からのお知らせ

母性看護領域からのお知らせ
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編 集 後 記

　今年度から庶務を担当させていただくこととなりまし

た竹村です。まだまだ不慣れではありますが、どうぞ、

よろしくお願いいたします。

　卒業してから10年以上が経ち、今年はCNAS開学25周

年を迎えます。時が経つのは早いなあと感じながらも、

同窓会名簿を見ていると、本当にたくさんの方々がCNAS

から巣立っていかれたのだなあとも、実感しています。

今年は、開学25周年記念式典および同窓会があります（詳

細はｐ２をご覧ください）。今は明石から遠く離れている

方もおられるでしょうし、日々、みなさま、お忙しいこ

とかと存じますが、せっかくのこの機会、懐かしの母校

にお越しください。きっと、「何か」を持って帰っていた

だけるのではないかと確信しております。けやき会役員

一同、みなさまのお越しをお待ちしております。

平成30年度  けやき会  新役員名簿
会　長　　芝田　健輔
副会長　　奥村　和代　  武内　　玲
会　計　　髙橋芙沙子　  犬山　知子
書　記　　德原　典子　  岡邑　和子
庶　務　　濵上亜希子　  竹村　和子

　平成30年度より、岡邑和子さんと竹村和子さんが

新役員となりました。役員一同、がんばってまいり

ますので、皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

けやき会からのご案内

■平成30年

名誉会員
鵜　飼　和　浩
片　田　範　子
南　　　裕　子
山　本　あい子

特別会員
鵜　山　　　治
上　泉　和　子
竹　崎　久美子
吉　本　祥　生

平９
竹島（尾崎）敦子

平10
得平（新川）佐織

平11
山西（渡辺）友規

平12
住岡（西村）まどか

平13
田中（今村）亜由美

平14
吉野（西出）葵
稲田（黒木）綾子

平16
野長瀨（谷口）真由美
青木（中地）陽子

平18
砂　田　薫　子

水　野　健　司
宮　城　十　子
春　藤　広　実
竹　村　和　子
渡　邉　佳　世

平19
北　島　惇　子
山村（福本）愛

平26
伊　藤　麻里子

平11博前
岩　切　真砂子
三輪（大﨑）富士代

平12博前
森　　　菊　子

平14博前
松　枝　美智子

平15博前
西山（米倉）みどり

平16博前
森山（多田）祐美

平17博前
白　石　佳　子
仲　村　直　子

平24博前
中　野　宏　恵

平26博前
黒　田　博　美

平14博後
渡　辺　かづみ

平15博後
寒河江（野澤）美江子

平17博後
呉　　　小　玉
近藤（佐藤）麻理

平19博後
安　藤　幸　子

平21博後
工　藤　美　子

皆様ご協力ありがとうございます。会報の一部に使わせていただきます。

会報発行協力金協賛者一覧　（平成30年９月14日	現在）
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【決算書】収入の部　（H29.4.1 ～ H30.3.31） 平成30年5月13日
費　目 平成29年度決算額 備　考

会　費
`17年度　学部入 ￥970,000 97人×￥10,000
`17年度　修士入 ￥110,000 11人×￥10,000
`17年度　博士入 ￥20,000 ２人×￥10,000
`17年度 DNGL入 ￥0 ０人×￥10,000
`14年度　修士入 ￥10,000 １人×￥10,000
`04年度　博士卒 ￥10,000 １人×￥10,000

特別会員 ￥20,000 ２人×￥10,000
（大田垣裕子先生・渡邉竹美先生）

雑収入 ￥78 利子（36+39+2+1=78円）
学友会（ウェルカムキャンパス事業）より還元金 ￥244,118
臨床看護研究支援センターより返金 ￥54,797
前年度繰越金 ￥9,572,055
		収入合計 ￥11,011,048

【決算書】支出の部　（H29.4.1 ～ H30.3.31）
費　目 平成29年度決算額 備　考

Ⅰホームページ
　作成費・年間管理費 ￥86,400
Ⅱ欅まつり　総会 ･講演会
　案内印刷・郵送 ￥235,334
　消耗品費 ￥0
　講師謝金・謝礼品 ￥8,568
Ⅲ会報
　会報作成・郵送費 ￥200,000
　最終講義　案内状封入作業代 ￥13,780
Ⅳ大学への研究活動支援 ￥100,000
Ⅴ事務
　消耗品費 ￥3,473
　通信費 ￥0
Ⅵ CNAS 基金への寄付
　寄付金 ￥2,500,000
Ⅶ	その他
　兵庫県立大学三大学合同懇親会旅費 ￥77,320 ３名分
　「CNAS の集い」寄付 ￥50,000
　山本あい子先生退官　花束 ￥5,000
　加治先生退官　花束 ￥5,000
　山下先生退官　花束 ￥5,000
　名簿作成代 ￥1,030,000
　振込手数料 ￥972
		支出合計 ￥4,320,847

【予算案】収入の部　（H30.4.1 ～ H31.3.31） 平成30年5月13日
費　目 平成30年度予算案 人数 会　費

会　費　`96 年度　学部卒業 ¥264,000 33 8,000
`97 年度　学部卒業 ¥520,000 52 10,000
`98 年度　学部卒業 ¥650,000 65 10,000

　　　　　　修士卒業 ¥60,000 6 10,000
`99 年度　学部卒業 ¥220,000 22 10,000

　　　　　　修士卒業 ¥100,000 10 10,000
`00 年度　学部卒業 ¥180,000 18 10,000

　　　　　　修士卒業 ¥20,000 2 10,000
`01 年度　学部卒業 ¥280,000 28 10,000

修士卒業 ¥0 0 10,000
`02 年度　学部卒業 ¥130,000 13 10,000

修士卒業 ¥10,000 1 10,000
`03 年度　学部卒業 ¥130,000 13 10,000

修士卒業 ¥20,000 2 10,000
`04 年度　学部卒業 ¥130,000 13 10,000

修士卒業 ¥30,000 3 10,000
博士卒業 ¥0 0 10,000

`05 年度　学部卒業 ¥340,000 34 10,000
修士卒業 ¥30,000 3 10,000

`06 年度　学部卒業 ¥200,000 20 10,000
修士卒業 ¥50,000 5 10,000

`07 年度　学部卒業 ¥390,000 39 10,000
修士卒業 ¥60,000 6 10,000
博士卒業 ¥10,000 1 10,000

`08 年度　学部卒業 ¥260,000 26 10,000
修士卒業 ¥20,000 2 10,000

`09 年度　学部卒業 ¥770,000 77 10,000
修士卒業 ¥40,000 4 10,000

`10 年度　学部入学 ¥140,000 14 10,000
修士入学 ¥10,000 1 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

`10 年度　学部卒業 ¥160,000 16 10,000
修士卒業 ¥20,000 2 10,000
博士卒業 ¥10,000 1 10,000

`11 年度　学部入学 ¥40,000 4 10,000
修士入学 ¥0 0 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

`11 年度　学部卒業 ¥340,000 34 10,000
修士卒業 ¥0 0 10,000
博士卒業 ¥10,000 1 10,000

`12 年度　学部入学 ¥20,000 2 10,000
修士入学 ¥10,000 1 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

`12 年度　学部卒業 ¥290,000 29 10,000
修士卒業 ¥0 0 10,000
博士卒業 ¥10,000 1 10,000

`13 年度　学部入学 ¥20,000 2 10,000
修士入学 ¥60,000 6 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

`14 年度　学部入学 ¥100,000 10 10,000
修士入学 ¥0 0 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

DNGL 入学 ¥0 0 10,000
`15 年度　学部入学 ¥80,000 8 10,000

修士入学 ¥0 0 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

DNGL 入学 ¥10,000 1 10,000
`16 年度　学部入学 ¥30,000 3 10,000

修士入学 ¥0 0 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

DNGL 入学 ¥20,000 2 10,000
`17 年度　学部入学 ¥70,000 7 10,000

修士入学 ¥0 0 10,000
博士入学 ¥0 0 10,000

DNGL 入学 ¥20,000 2 10,000
`18 年度　学部入学 ¥1,050,000 105 10,000

修士入学 ¥60,000 6 10,000
博士入学 ¥10,000 1 10,000

DNGL 入学 ¥0 0 10,000
前年度繰越金 ¥6,635,404
		収入総計 ¥14,139,404

【予算案】支出の部　（H30.4.1 ～ H31.3.31）
費　目 平成30年度予算案 備　考

Ⅰホームページ
　　年間管理費 ¥87,000
Ⅱ欅まつり　総会
　　案内印刷・郵送 ¥300,000
　　消耗品費 ¥50,000
Ⅲ会報
　　会報作成・郵送費 ¥230,000
Ⅳ大学への研究活動支援 ¥100,000
Ⅴ事務
　　消耗品費 ¥10,000
　　通信費 ¥10,000
Ⅵ寄付
　　CNAS 基金 ¥1,700,000
Ⅶ予備費 ¥100,000
		支出総計 ¥2,587,000

収支差額 ¥11,552,404

平成29年度決算残高 収入総計	 ￥11,011,048
	 支出総計	 ￥			4,320,847
	 差引残高総計	 ￥			6,690,201
平成29年度決算報告について監査を行い、以上相違有りません。

　　　　　　　　　　　　　　　監査　　　　　　　　　　　　

兵庫県立大学同窓会	けやき会	平成29年度決算書・平成30年度予算案

平成29年度決算残高 収入総計	 ￥2,945,174
	 支出総計	 ￥2,743,273
	 差引残高総計	 ￥201,901
平成29年度決算報告について監査を行い、以上相違有りません。

　　　　　　　　　　　　　　　監査　　　　　　　　　

兵庫県立大学同窓会		けやき会
CNAS基金			平成29年度決算書

【決算書】収入の部　（H29.4.1 ～ H30.3.31）
費　目 平成29年度決算額 備　考

Ⅰ寄付
　寄付− 1 ￥2,500,000 兵庫県立大学同窓会けやき会
Ⅱ利息 ￥2
Ⅲ前年度繰越金 ￥445,172
		収入合計 ￥2,945,174

【決算書】支出の部　（H29.4.1 ～ H30.3.31）
費　目 平成29年度決算額 備　考

Ⅰ母校への寄贈
　寄贈− 1 ￥20,000 看護学部マスコットキャライラスト代
　寄贈− 2 ￥7,560 ベッド用布団
　寄贈− 3 ￥432,550 ギャッチベッド・パーテーション等
　寄贈− 4 ￥3,000 寄贈プレート彫刻代
　寄贈− 5 ￥2,122,200 キャンパス内樹木剪定代
　寄贈− 6 ￥56,160 コンフォールドカート代
　寄贈− 7 ￥99,751 書籍代
Ⅱ振込手数料 ￥2,052
		支出合計 ￥2,743,273

平成30年5月13日


